
問い合わせ先

自動車小売業 岡山市南区泉田一丁目3番6号

TEL 086-231-1112
https://www.netzokayama.com/

①エコキャンプ、トヨタ自動車工場見学

②交通安全講習会、グッドドライバー宣言

③目指せ！未来のエンジニア

ネッツトヨタ岡山
株式会社

企業概要

持続可能な社会の実現に向けて、これからの時代を担う子どもたちに焦点をあて

て、自然環境学習や整備士学習プログラムを実施し、子どもたちが楽しみながら学

んでいただける取り組みを行っています。また、先進安全装備や交通マナーについ

ての啓発活動を行い、安心・安全な地域づくりに貢献していきたいと考えています。 

担当者からのコメント

地域の自然環境において、生態系の破壊や水質汚

染などから環境を保護するための取り組みが急

がれていることに関心を持っていただくととも

に、子どもたちの自動車についての興味・関心

アップや交通マナー意識の向上を図りたいと考

えています。

①山陽新聞社の「エコキャンプ」に特別協賛し、自然
観察会や発電体験、エコカーの試乗会など、自然
環境の大切さを楽しみながら体験いただいてい
ます。また、トヨタ自動車工場見学では、トヨタ自
動車の工場やトヨタ博物館などの見学に加え、ト
ヨタの森での里山体験を通じて自然とのふれあ
いも体感していただいています。

②交通安全講習会は、岡山県警などの団体・企業の
ご協力で実施しており、事故に遭わない・起こさ
ないための予防運転の啓発や先進安全自動車の
体験などを行っています。

　「グッドドライバー宣言」では、安全運転について
のアンケートを実施したり、ドライブマナーを啓
発するラジオCMをオンエアしています。

③子どもたちがメカニックウェアを着て車のメン
テナンスを体験するイベント。自動車の仕組みを
楽しく学びながらメンテナンスに挑戦する整備
士体験プログラムです。

①新しい時代の担い手である子どもたちに、自然
保護の大切さや持続可能な社会の実現につい
て興味を持っていただくきっかけづくりにし
ています。また、自動車の製造過程や歴史など
に触れることで自動車産業への関心アップを
目指しています。

②最新の安全技術を体感していただくことで、サ
ポカーのさらなる普及につなげ、安全な車社会
づくりを目指しています。「グッドドライバー
宣言」を旗印に、岡山の車社会の一翼を担う
カーディーラーとして、安全で安心な車社会の
実現に貢献します。

③子どもたちに自動車をもっと身近に感じてい
ただき、メンテナンスの大切さや安全なドライ
ブについて考えてもらうきっかけづくりにな
ればという想いから、エンジニア体験を実施し
ています。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ

担当部署 / 企画宣伝部

企画宣伝部 部長　守屋 美徳

税理士法人　パートナーズ

問い合わせ先

税理士法人パートナーズは中四国（岡山・広島・鳥取・香

川・愛媛・徳島・高知）に8事務所を設置し運営しており

ます。相続専門の部署を設置しており年間2000件以上

の相続・贈与の相談に対応しております。

岡山市北区下中野1222番地9

TEL 086-246-4446
FAX 086-246-4406
E-mail iw-k-zei@rmail.plala.or.jp
https://zei-partners.com/

企業概要

相続・事業承継のパートナーとして、

お客様の「業務面」と「心情面」において

本当の意味での「パートナー」になれるよう邁進

ご家族や企業の世代交代は何度もあることではありません。その為、その時

の状況やご事情、また将来のビジョンも考えて行います。お客様のこの先の

人生にも影響を及ぼすこともあるので、とても重要な業務であると同時に、

やりがいもとてもある業務でもあります。

代表社員　川本 洋

担当者からのコメント

岡山県のみならず中四国では高齢化が進み、代替

わりのタイミングが今後増えていくと思います。

しかし、相続・事業承継について何をすれば良い

のかわからず行動ができない方が多くいらっ

しゃいます。代替わりという大きな機会を円滑に

できるよう、ご支援ができればと考えておりま

す。

他士業との連携、取引先からの紹介、個別相談、セ

ミナー、各種サイト、書籍など窓口を多く作り、お

気軽にお問合せができるように事務所の体制を

整えております。

相続・事業承継は事前対策や実施内容など専門知

識が必要な分野となります。その為、相続専門の

税理士事務所として、お客様が安心して相続に取

り組むことができるよう、丁寧な説明、円滑な実

務ができるよう取り組みます。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ
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問い合わせ先

1950年10月個人営業より有限会社に改組、本格的に

楽器の販売や修理を開始。

「楽器販売を通じて地域音楽文化発展に寄与する」とい

う会社理念の元、一般顧客をはじめ官公庁やホテル・ラ

イブハウス、特に学校とのお取引のウェートが高い。

岡山市北区表町三丁目3番20号

TEL 086-225-2858
FAX 086-225-2854
E-mail makoto_hasegawa@hasegawa-gakki.com
http://www.hasegawa-gakki.com

楽器のリサイクル

幼児から高齢者対象の音楽教室を運営し

生涯学習の場を提供

有限会社　長谷川楽器店

生徒さんの発表会やライブへの出演で、ご自分の演奏技術向上を

発表する場を提供しています。また学校現場や吹奏楽部などに対

してその音楽活動をソフト・ハード両面で支援しています。

代表取締役　長谷川 誠

担当者からのコメント

古物商許可を取得し、不要となったピアノの引き

取りや買い取りを創業当時から開始。時代と共に

管・弦・打楽器とその対象が広がっていきました。

楽器をゴミとして廃棄するのではなく、修理・調

整をして必要としている方にお届けします。

ピアノは、ご自宅等現地へお伺いして査定（無

料）、他の楽器は、店頭にて査定しその場で買取り

やお預かりして委託販売をしています。音楽教室

は、ピアノ・フルート・サックス・金管楽器・バイオ

リン・ハープ・ドラム・ギター・Ｅギター・ベース・

ウクレレ・ボーカル・健康と音楽・うた広場など各

種コースを設置しています。

楽器を演奏したり歌を唄う事は、手足を動かし腹

式呼吸をする事で脳を活性化させ健康にもとて

も良いとされており、そうした生徒さんを増やし

ていく事によって文化度の向上に寄与していき

たいです。使用されなくなった楽器を修理・調整

し、再利用することで廃棄物の削減に貢献したい

です。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ

企業概要

株式会社　林原

問い合わせ先

1883年（明治16年）創業。水飴製造業として岡山の地でスタートし、微生

物や酵素など自然の力を利用したモノづくりを続け、現在はバイオテク

ノロジーや機能性色素の技術をベースに、食品やパーソナルケア、医薬な

ど幅広い分野で事業を展開しています。

林原の４つのマテリアリティ「健康寿命延伸への貢献」「安定的な食料確

保」「社員エンゲージメントの向上」「環境負荷の低減」を基軸にサステナ

ビリティへの取り組みを率先することで持続可能な社会の実現に貢献し

たいと思っています。

岡山市北区下石井一丁目1番3号

TEL 086-224-4324
FAX 086-224-8492
E-mail HB96721@hb.nagase.co.jp
https://www.hayashibara.co.jp/

担当部署 / 経営デザイン室企業概要

弊社の主要事業である食品関係はBtoBのビジネススタイルがメインであるため、一般消費

者の方と直接触れ合う機会は少ないのですが、WEBサイトやイベントを通じて一般の方へ

直接情報を発信することで、生の声を聞けることは大変貴重な機会と考えています。情報発

信を通して、少しでも皆様の健康づくりに役立てればと思います。また、林原を身近に感じて

頂き、弊社製品が配合された加工食品や健康食品、化粧品や医薬品をより安心してご利用頂

けるようにこれからも有用な情報発信を心がけていきますのでよろしくお願いします。
経営デザイン室　細川 奈々絵

担当者からのコメント

食品や健康にまつわる情報の発信

人生100年時代に向けて、いかに健康寿命を伸ば

していくかが喫緊の課題と考えています。健康な

体作りには毎日の「食」が大きな影響を与えるた

め、食品素材を提供するメーカーとして皆さまの

日々の健康に役立つ情報を、また食品に関する正

しい情報をお伝えしたいと考え、定期的なイベン

トや弊社WEBサイトを通して情報発信を行って

います。

今注目されているまたは最新の食品や健康に関する話題

を皆さまにわかりやすくお伝えしていくために、一般の方

向けの講演会『林原ライフセミナー』の開催や、弊社WEB

サイトのコンテンツ『林原 知識ライブラリー』にて定期的

に情報発信を行っております。

また、ここ直近の2年は10月8日の“トレハロースの日”に

岡山市や岡山県菓子工業組合青年部と一緒に“フレイル”

をテーマにしたイベントを開催し、フレイルの認知度向上

と正しい理解の浸透活動を行っております。

●知識ライブラリー

https://www.food.hayashibara.co.jp/library/

●林原ライフセミナー

https://www.hayashibara.co.jp/data/3401/sustaina

bility_tp/

健康は1日にして成らずで継続した取組みが必

要ですが、前提として正しい知識をもとに取り組

むことが大切です。

デジタルの発達によりインターネットやSNS等

を通じて多くの情報にアクセスできる便利な世

の中になりましたが、中には誤解を与える情報も

あります。情報過多の時代に正しい食や健康に関

する情報を第一線で活躍する研究者の知見も交

えながらわかりやすくお届けする事で、皆様の健

康的でいきいきした生活に貢献したいと考えて

います。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ
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問い合わせ先

岡山、香川を拠点に、瀬戸内エリアでマーケティング・コ

ミュニケーション領域で事業を展開。地域No.1のクリエイ

ティブ・カンパニーを目指し、新しい付加価値やビジネスモ

デルの創造に取り組んでいます。

岡山市北区内山下一丁目3番1号

TEL 086-224-7172
FAX 086-224-1584
E-mail saiyo@vis-a-vis.co.jp
https://www.vis-a-vis.co.jp

地域において共にSDGsに取り組んでいける環境整備と、
コミュニケーション事業での啓発推進や

地域・企業における各種SDGs事業開発の支援

担当部署 / 経営統括局

株式会社
ビザビ

企業概要

取組メリットとして、自社のSDGsの取り組みが、各企業や自治体・学校・団体な

どに連携展開できること、さらには自社の社員の働きがい創出や働き方改革につ

ながること、採用面でのプラス効果などが挙げられます。今後の課題としては、コ

ミュニケーション領域の事業が主体であるため、商品・サービス面でのSDGsの

具体的な取り組みにつながりにくい面があると感じています。
経営統括局 主任　笠原 明子

担当者からのコメント

ESD国際会議をはじめSDGsに関するイベント

事業運営のお手伝いとともに、経済団体のSDGs

に関わる冊子制作のお手伝い等を通して、SDGs

への取り組みの必要性・重要性を認識しました。

SDGsプロジェクトチームを編成し、SDGs取り

組み方針をさらに一歩進め、「SDGs宣言」並びに

取り組み指標の作成を進めてきました。

ESD国際会議運営をはじめSDGsに関する各種イ

ベント事業運営の支援の他、地域活性化計画、ま

ちづくり計画等に「人や自然を大切にする視点」

を盛り込んだ計画を立案しています。また各企業

のインターナル・ブランディングの取り組みでの

働きがいの創出やSDGs取り組みのサポート、企

業・各自治体のSDGs啓発事業の支援も実施、さら

に岡山県内でのSDGsへの取り組みを紹介する出

版物を発行しました。

企業として持続的な活動をしていくために、

SDGsの取り組みは必要不可欠なものであり、地

域に根差した企業として、地域の持続的経済の発

展、住み続けられる地域づくりは重要な取り組み

です。会社として、さらには働く社員一人一人が、

地域の企業・自治体・学校・団体・地域にお住まい

の方々とともに、SDGsを推進したいと考えてい

ます。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ
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醸造食品の麹造り技術を応用した

機能性飼料の開発

当社では上記の開発以外にも、心豊かな循環型社会実現のため、「環境問題解決、

エネルギー問題解決、食糧問題解決、豊かな食文化の追及」に貢献するさまざま

な技術開発を推進しています。岡山の地から一つでも多くの世界を支える技術

が発信できるよう、共創をコンセプトにSDGsにも貢献していきます。

経営企画室 室長代行　木寺 耕太郎

担当者からのコメント

2050年には世界人口が100億人へと大幅に増加

し、食肉の供給が需要に追い付かなくなると予測

されています。

食肉生産には大量の飼料が必要で、飼料もまた穀

物であるため、結果的に世界的な食糧不足を招く

可能性があると懸念されます。当社はこれらの食

糧問題を解決する手段として酵素の宝庫とされ

る麹に着目しました。麹は醤油、味噌、清酒、焼酎

などの醸造食品製造に不可欠なもので、穀物を分

解し、醸造食品の香りや旨味を引き出す様々な酵

素を多く含んでいます。家畜の飼料として、酵素

を豊富に含む麹を活用することで、飼料の消化性

や家畜の健康状態が良くなり、より効率的な食肉

生産が可能になると考えました。また当社は、醸

造での経験から麹を産業化レベルで量産できる

技術を有しており、機能性飼料をグローバルに展

開できると考え、開発に取り組んでいます。

 ・ 特定の酵素を高生産するオリジナル麹菌の育種。

 ・ 実用化規模の固体培養装置で機能性飼料の大量

培養試験。

 ・ 大学や高校と連携した給餌試験で効果検証。

家畜の免疫力向上、経済寿命向上などの効果が期

待できる機能性飼料の量産システム開発。

取 組 内 容 取組目標・目的

解決したい地域課題・社会課題の内容、

活動を始めたきっかけ

問い合わせ先

醤油、味噌、清酒、焼酎などの醸造食品製造設備のトップシェア企業。

岡山から日本全国、世界20数か国のお客様に設備、プラントを展開。

醸造食品で最も重要な「麹づくり」で培った固体培養技術を、飼料や

バイオ素材などの新たな分野に活用すべく技術開発に注力します。

2020年11月、国連グローバル・コンパクトに署名。

岡山市北区富吉2827番地3

TEL 086-294-1200
FAX 086-294-1220
E-mail kidera@fujiwara-jp.com
https://fujiwara-jp.com/

担当部署 / 経営企画室企業概要

株式会社　フジワラテクノアート
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